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第 1章総 説

譴祗昭和17年に故伊脳一郎氏笞民！叩店の将（すをもとに戊在地It硝設されたもので，翌年安全技術館の

醗である安全餡碑が開餡しに。以来長期にわfとって労働者保設の兄地から，エ玲事稟岨にお；9る災害t!J

止活勘な行って来た．

現在は労筋な付即磯立研究所として研究活勅雑続けており ，また安全技祁叩通し安全技術針暉して

いる，佃々の安全統氾は各碑・c散発的に行われているが．当19iに見ろような総含砂研知諏船暉際的に

も独特なもので．内外の関係もの注目を受けている．

当所の研究It災・占現象と災苔防止技術の鱈明を目的とした応用研究が主体である．また研究対象は花菜全

体で研究人釦こ較ぺて極めて広汎である．
部碑来は，殴係学会において知玲れ安全工学切幽1こ寄与1らと共に．謡旗研究船ぼや炊術資料とし

て公表される．これは親則，構造規格や安全技術指針の改釘，作成時に理論的根拠として取り上げられ，行

紐lti加し，一方では工場巾業~Iこ改l碍やエ程の改郎のための安全技術只料として広く利用されている＂
また災宙湖査には．栢極的に参加し知益を捉供し必要ならば追試な行い行政：a協力してい；；．

近年安全iC対する閃民の関心は日毎I墳まっており．製品の安全性について．あるいは本伐安全機械ICつ

いての認識は各万面に没透しつつあり既に頂要な剖品；こついては．紹99Iや検定が行われている．

ーガ産菜界でii新物買，新工法や特殊生底設梱の羽入が盛であるが．巾には安全工学的な研究も十分伊＞

れると となし四傘され．既IC益度の¢はい災・占全起いしたものもある

淑に最近の屯大災；りの原因は，函去の労働災；りのようICi眼なものは少なく複雑で，様絨 ，上木紐築

・化学 · '；8気の各加J分野の椛界鋲城にわたるものとか． さらta物的・人的 ・ 斑拉 • および管理の碑1こま
にがっていると衿えられるものが多くなっている 従って災ポ対第は全体的兄地から分析し判断し綜合する

ことになる．
“)よ•四陣砂状況は当所の必要性を'til, ＜片i大させ．Cいるととも1こ． i行しい研究艇努が娑求される
輝はこれらの状況の下I這渫災屯咄i伍］を庄訊乍ら時I~は先1鋤ISテ--,を延め研究をすす})ている

が，爆発災・,yゃ大形機械設備災，Ii1こ見られる迅大謡饂に対しては特に訟的に取り上げてる分野の研究

畑！即力するグルー'1研究や9狙湘油の科い尖規捩実験研究などの方法によって対処している．又災苫WiJI:

に当ぷばJ フ 1面の手法の渫発が必須のものであるから ． 衷税工学， 人lillエ，，;<. 四が•安全工学筍の新

暉 IC板極的に取り組んでいる．s

付属の安全技術館では．その悶々の問題1こ焦点を当てて行う特別展示や常波展示を通して，碍度の安全知

勘紐をはかっておりまた研如紐IQ基づいた専門の技術相談1こ応じている．なおかーカーや利用者の

碑に応じ．特定の安全装沿兵の依頼試険と．法定の防爆磁気様械沿具の検定を行っている．

(1) 組織の変遷

昭和17年1月30日 饂疇区芝田町1ば碑省滋棠安全研如所として設立．

昭和18年9月10日 郎笈安全令沼館（昭和29年3月麟安全訊初餌と改称｝を開設し，一般1こ公即．

叫紐2年8月31日 労励省の発足とともに，労磁省産菜安全研究所となる．

昭邸6年，ヽ月12日 大阪市森之宮束之町1も大阪叔菜安全博物館を開孜し，一般1こ公叫

蜘 41年l2片岬 如揺睛珈Iiに付屈8外火験場を設骰

昭和4碑 1月178 庁令改築のた辺付属即改験加の一蕊を廊＇舎として移転

昭 145年5月iB 2:慕 7 探a穏止し •9 部に再組成＇ ｀ 
昭和6年3月31日 新庁舎落成

昭和岬』月23日 組微規歴噸改正により産菜安全持物餡を産哀安全技術舘と改瓜

昭和46年10月1日 庄棠安全技術館曲苗
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(2) 歴 代所長

区分 氏 名 在蹂期 l目

初代 I 武田咽悶 II!! 17. J～昭 24.8 

2 代 中島滅ー 昭 氾．8~昭 27. 3 

3 代 謀梨 湛 昭 27. 4～昭 39. 7 

4 代 山口武雄 昭 39. 7'~1113,13. 6 

s 代 u：谷自 省 111:1 43. 6 ~6H 45. 5 

6 代 上月三郎 昭、15. 5～昭 ⑲． 6

7 代 秋山英笥 昭 <19, 6~ 

(3) 組織

ー

L

!fr 長 l

曲J~欣lil英9,l)

C9協品
（森艮斉藤兌I

「 貪嗜麿敏夫）
大阪戟突安全技術館
（館K 太田勝
大阪労即謹屈安全課及兼正）

械研究淫
｛部餃近藤太．—．)

虹屑築研匹
（部 森 ’且割l

'ー(t祖牌怨
（逃＆ Iii口昇）

沼気研究部
暉貶 {f沢正義）

研究組織要旨

1 研究nを研究の基g艇よる学1団の専門分野別に次のパ思に編成する．

0機械研究部 〇土木建築研究綿 0 （む学研究部 〇 電気研究部

各部1こ部長を既＜ 邪長は部艮等研究itともっ．て当てる．

2 研究は原則として．代淡的な研究テーマ別に組織した研究グループにおいて迷行する．し1こがって．付

随的な研究および小さな研究は．これに妓ぃ逆しに上記研究グループにて実施する．

各研究グルーブに．グルーブリーグを紅く。グルーブリーダは．原則として35長さ研究貝セもって当て

る．

部良は．所属の研究目の搭成する研究グ］いープの研究を統侶倍理する，

研究グ）いープが部の異なる研充只を以って構成されている均合には．研究の営理：拉原則としてグ）レーブ

•1 ーグの所狐する部の部長が視当する<
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(4) 定 員

内 訳

盲心噌別
指定滋 研 究 毅 行 政 翫 1一9 行政涼 日

所 研 蕊 係 王 ＇ 
且胃定只 会計別 般

計 充 計 JI• 計

等級別＼ 
哉

乙•貶 i1 公 長 任 ii 

指 1 I 

1 6 6 

2 ]3 13 
1 I 

殷 3 11 JI l l 

42 4 

会
5 2 1 3 

6 5 5 

計
7 I l 

8 

l I 2 I I 計 1 6 13 | 1]1 30 I 1 6 10 l I 
55 

I I | I 
指

I l 1 J 

2 2 2 1 I 

3 5 5 

Iヽ
I 

13 
5 

I 
J 1 

6 2 2 

7 

8 1 1 

I 
計 I 2 5 8 

I 
1 3 4 

＇ 
I J 

合 計 1
． 55 11 I l 7 I IS I 1 o | 38 I I I 3 | l | 91 1心1 "I 2 

＊餡和51年度の定只は54名．

(5) 土地および建物

名 祢 所 在 地 敷地(m面')釘 姐物(m蔀•) 9 

L 

労疫棠拗安省全 研究所 渠以都沿区芝5-SS-I 6．磁5 延15.373

産労消菜瀬拗安実省験全場研究所 ！応京都消瀬市梅J;:i!J-4- 6 44、S85 延 7.086

質大阪9縣安菜因妥全研技術究館所 ・大阪市諏 森之宮東之町啜 1832) 延 8郊 敷地は大叛労饂迅紬所属

I 
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(6) 歳出予算および歳入

1． 歳出予算 （単位 ： 千円）• •

年 度
47年 度 48年度 49年度 50年 度 51年度

区 分

人 件 費 86,864 96,249 117,293. 148,147 163,316 

職 員 )1≪ 費 585 662 662 735 588 

試 験 研 究 役 19,049 22,461 25,223 29,635 29,635 

庁 毀 13,267 14,648 16,592 18,743 21,038 

各 所 修 繕 1,661 1,552 1,635 1,937 1,688 

般
自 動 車 重 益 税

゜
15 

゜
30 

゜I」、 計・ 121,426 135,587 161,405 199,227 216,265 

（移替予算）
会

国立機関 原 子 力 試 験研究費 3,483 347 

困立機関公害防止等試験研究費

゜ ゜
7,600 11,500 30,688 

特 別研究促進調整費 21,830 23,211 9,134 

計
l]ヽ 計・ 25,313 23,558 16,734 11,500 30,688 

合 音I・ 146,739 159,145 178,139 210,727 246,953 

職 員 旅 費 741 995 961 1,510 1,208 

労 施 設 廊 工 旅 費

゜ ゜ ゜ ゜
566 

I 試 験 研 究 費 5,840 6,400 6,880 7,760 7,840 

庁 費 62,705 76,034 143,712 157,884 77,912 

胄 施 設 施 工 庁 費

゜ ゜ ゜ ゜
566 

念沈！ 各 所 修 費 1,661 1,552 1,635 1,938 1,688 

儡 施 設 皮 19,818 20,100 21,688 21,475 102,248 

＇ 

定• -• 電 子 計 算 機 等 借 料 8,421 33,684 34,344 35,004 35,004 

ムロ 計 99,186 138,765 209,220 225,571 227,032 

，，氷ムC.:b 計 245,925 297,910 387. 359 I 436,298 473,985 
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2. 歳入

（依頼試験）

1-

一---̀̀ 

区 一分

防爆氾気機械器具の防爆性能試験

自動屯掌防止装位の安全性能試験

溶接棒ホルダの安全性能試験

研ま盤のと石車の強度試験

安全帽の安全性能試験

安全靴の安全性能試験

安全靴の先芯の強度試験

安全帯の安全性能試験

鋼材の強度試験

鋼管足場用金具

その他の試験

合

年度

` - _--| 47 

計

1

7

6

0

0

0

0

1

4

 

゜

9

0

0

 

度

下
t

2

8

2

]

5

2

1

4

年

歳 入 金
額 I ;，□ 

48 年度

t
0

0

0

3

9

4

0

4

0

0

4

4

 

件

3

7

5

2

3

 

2

1

 

□
 

円

一

ー

＿

件

0

0

0

8

7

7

1

6

0

1

0

0

6

0

7

1

ま
'03

度

2

3

0

，
 

ー

年

，
 

4
 

50 年度

.

0

0

0

1

0

3

0

6

0

0

1

1

 

4

8

2

2

9

2

 

2
 

,
1
 

，炉

（検定）

—·-
区分 →------

年度

-．-_j 
防煤屯気機械器兵 A （旧小型）

II 

II 

II 

// 

II 

B （旧中型）

C (I日大型）

D 

E 

F 

更新手数料

成禎む交付手数料

再交付手数料

変更手数料

合 計

47 年度

:

8

7

0

8

9

8

3

 

μーー

5

2

4

2

4

口
:~ I 
14 

20 

17 

42 

11 

56 

7 

4 

7 

231 I 
芋 "

4,945 

゜
゜
゜198 1 

芋
5,509 

49 年度

5

5

5

3

6

2

8

0

 

0
 
0
 

2

2

1

4

1

4

 

ー

件

3

ト

r

8

6

9

4

8

4

7

0

0

0

度

f

l

1

4

4

2

3

1

5

0

年

゜
5
 

ー

804 I 
芋

6,391 

696 

歳 入 金 額
千円

10,453 

注） 手数料区分の変更を昭和47年 5月1日から行った
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(7) 主要試験研究施設，設備状況

施設 ・ 設備の名称 施設 ・ 設 備 の 名 称

＇ 

［一般会計）

安全帯試験塔

高速度カメラ（回転プリズム式）

ァイマークレコーダー（撮影用照明装屈付）

アナログ軍子計算機

裔圧酸素燃焼実験装四

脈波検出装監

帯屯分布測定装四

漑圧示差熱分析装剋

赤外分光光度計

ヘリウム用高気圧下短絡実験装憐

放電波形解析装置

高圧発火エネルギ測定装附

流動帯編足試験装四

高圧熱天秤

高速度撮影装骰

質屈分析装骰

高真空蒸若装置

躁境試験装四

尚圧酸素バーナー燃焼装餅

瞬閻JJI]熱赤外線｝JI]熱分解炉

［特別会計）

（施設）

1トンジブ走行起重機

土止め支保エ実験施設

化学反応実験施設

ガス配合室

鋼アーチ支保エ実験施設

安全帯実験施設

液体流動帯遁実験施設

高所作業緞測施設

大型密閉爆発実験施設

天井クレーン実験施設

防爆実験揚重施設

多目的反力支持構造物

配管等爆発実験施設

裔l王ガス粉じん系爆発実験施設

粉じん帯屯実験施設

（設備）

30トン横型引張試験機

大型キセノンテスタ

ワイヤロ ープ衝浮試験機

ワイヤロ ープ疲労試験機

透過型軍子顕微鋭

200トン圧縮試験機

岩石圧縮試験機

自動歪測定装四

自動記録式示差熱天秤

マルチデータカメラ

粒度分布自動測定装四

屯磁共振型疲労試験機

万能型引張試験機

四速回転試験装附

自動操作式爆発実験装四

全自動的歪測定器

静遁気帯屯検出装置

／／ 測定装四

高圧燃焼実験装置

建材試験機

球型寓圧爆発限界実験装屈

X線応力測定装四

セーフギャップ実験装骰

遮断現象解析用演符装齢

可搬型データレコーダ

10トン横型引張試験機

横製真空焼鈍炉

液体誘屯率焉軍率測定装四

粉じん爆発特性実験装慨

屯子計算機システム

走査型屯子顕微鋭

X線回析装置

デジタル記悩装齢

圧力容器付耐アーク性試験器

自然発火試験装個

500トン万能試験機

赤外線炭酸ガス分析装四

データロガー

カードセレクタ ー

マハツエンダー干渉計

写哀計測処理装監

展示自動解説装監

万能光学顕微鏡

レーザー装固

軍気油圧式疲労振動試険装附
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第2章研究業務

(1) 研究テーマの策定

産業災害防止の研究は，先ず現に発生し，または発生

のおそれの多い危険性の高い災害に指向せねばならな

い。しかし，研究は単に目先の問頗だけにとらわれず，

基礎的，先行的な長期の研究を行なうことも必要であ

り，さらに，研究者，設備，期間等をも考慇しテーマを

選定する必要がある。当研究所ではこれらの観点に基づ

いて，各研究部長によって構成される研究管理委員会を

設け，研究担当者等から捉出された研究テーマの評価を

行なって，テーマを決定している。なお，研究の進行状

況についても，年 2回研究管理委員会においてヒャ リン

グを行ない，陰路を打開し研究の促進を図っている。

なお，当所で発行している刊行物は，すべて，研究所

報告等審査委員会の厳正な審査の結果刊行している。

(2) 昭和51年度の実行テーマ

A.特殊機械設備の安全化

1 金］屈材料の破壊防止

a.高硬度鋼および鋳物材の疲れ破壊のフラクトグ

ラフィ的研究

b.溶接接手の高および低サイクル疲れ強さ

C. 大型部材の破壊特性

2 蓮搬機械の安全化

a.模型実験による移動式クレーンの動的安定性

3 工事用設備の安全化

a.単管支柱式構造物の振動特性と座屈強変の関係

b.仮設手摺の具備条件

C. 特殊使用条件下におけるわく組足場の安全性

d.低屈簡易わく組足場の安定性

4 高速回転機械の安全化

a. 切断砥石の安全性

B 人間ー機械システムの安全性

1 安全性の評価

a.造船工業における災習調査と作業の危険性評価

2 システム安全手法の事例的研究

a.山陽新幹線幹線トンネル建設工事労働災害の確

率的分析

3 人間ー機械システムにおける人間特性

a. モニタースコープを使った人間の追従動作にお

ける特異現象への反応特性

C.安全性の人閻工学的研究

1 機械等の人間工学的安全化

a.屯気流体方式による多関節人工指の試作研究

b.階段の人間工学的適正化

D.作業環境の工学的改逃

1 工場換気の適正化

a.換気のある模型建屋内の熱対流

2 手持機械の振動防止

a. チェーンソーの振動防止装附

E.堀削工事の安全化

1 士砂岩石の崩壊防止

a 粘度鉱物の石灰処理

F 爆発危険性とその防止

1 粉じん爆発危険性とその防止

a.帯＇屯した多粒子と接地体との放屯特性

b 浮遊粉じん中における若火伝ぱの光学的研究

C. 簡易配営による流送粉じんの爆発性

2 ガス爆発危険性とその防止

a.可燃性液体の引火温度の体系化

b.球面ガス燥とう波の直接起爆エネ）レギー

C.管路における爆発および爆Cう抑止器の実用化

cl.異常状態の検出および這気的出力への変換方法

3 固体等の燃焼爆発危険性とその防止

a. 堆積粉じんの自然発火機構

4 軍気設備による点火危隙性とその防止

a.セーフギャップの火炎速度依存性

b.低圧＇晶気回路の開閉火花による可燃性固体のも 2

火限界

C. 低l王屯気回路の開閉火花による爆発性ガスの点

火限界

d.翡気圧環災下における固体有機絶縁材料の耐ア

ーク性

e.防爆構造氾気機器の湿度測定法

5 静電気による点火危険性とその防止

a.給油管，タンク内における筍屯と沿火危険性

G 疇危険性とその防止

1 屯撃危険性とその防止

a.ウサギの心室細励生起＇漏流の周波数持続時閾依

存性

b.水中の＇迫流遥位分布の定性的解明

c.防止技術の探究とその実験的考察

H.廃如物の安全処理r｛↓一り炉i内）
1 翡圧空気，酸素和における廃菜物の燃焼処理

a.酸素中における液状PCBの燃焼処理
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(3) 研究成果の概要
0.8 

工事用設備の安全化

a 仮設手摺の具備条件

土木建築研究部 河尻義正 ・堀井宜幸

まえがき

建設現場等で用いられる仮設手すりについての規制 ・

球準は現在労働安全衛生規則に寓さについて見られる

のみであり，これも数値的に問題があるようである e ：：： 

こで昭和48年に仮設手すりの実態調査を行なったが？今

回はその結果を受けて作業動作と作用荷重の関係を解明

するための実験を行ない一応の結果を得たので報告す

る。実験

作用荷重に影態を及ぽす主な要素は次のように限定し

て実験を行なった。

1)手すりの構造一削性の大きいもの (A手すり），剛性

の小さいもの (B手すり）

2)手すりの高さー75, 90, 105cmの 3種類

3)身長、体重一被験者は人体および人体ダミー

り作業動作の種類ー静的なもの 4種類，動的なもの 5

種類

実験方法は，モデルの手すりを実験用枠に取りつけ上

記実験条件に応じて手すりに作用する萄重を測定した。

作用荷重は手すり材に貼った歪ゲージの出力を増幅し．

ビジグラフおよびデータロガーにて記録，集録したJ -

方，作業動作はストロボスコープにて照明し．カメラで

撮影した。ス トロボスコープはデータロガーにて制御し

ャヽ
• O 

実験結果および考察

静的および動的作業動作と作用荷重との即係の一例を

区[- 1に示す。静的作業動作のうち手すりによりかかる

動作について単純モデルに四換して理論的に考えると，

作用荷重RはR=f-W。・H。 • L / (L吐 Hりと骰くこ

とが出来る。 （ただし，W。:体重， H。:身長， L:か

50 

4
0
3
0
2
0
 

人
）Z
X

.

―
-f
8
-
-
I
i

（
~
←
｝

10 

゜

作党動作

刊fii'，．:i:5 I 90cm 

.4 

• 動的,.. 
0 111」f的

--ー・一―-

i-街--
---—舟一飼―

----ーーチー忍

10 20 30 40 50 60 

動作距離L¥cm1 

図 1 動作距離と作用荷重との関係

0.7 

rー、0.6 

., 5
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3

 

•

•

• 

0

0

0
 

(
"H
+
,7
1
7

H
0M

〕

laり
]

．． 

F =0.507 

(J ＝0.066 

．
 

．． ． 
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．
 

． ． ．． ． ． 
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．． ・ • -..．- .、-- 9 — • -- . ． ． ．． 

．
 
．
 

． ．． ． ． 

〗□344 0 5 0 6 0/H 0 8 

図2 fとL/H （動作距離／手摺高）との関係

かとまたはつま先から手すりまでの水平距離．H:手す

hi：ばさ， l :人間の重心翡さ／均長），区1-2は上式を用

・1.ヽ て実験的に求めたの(II'iで， L/Hにかかわらずほぼ一

定であるし現在，上式によるシュミし ーンョンを考Iiは中

である。今後は手すりの必要，碕さ，及び強度に捌する実

験を行う予定である 0

b ブラケットー側足場 の安全性

土木建築研究部 森宜 制 ・小川勝教

河尻義正

ブラケットー側足場は，建地に偏心frl:の大きな偏心荷

直が作用するたも．通常の強度計覧によると理論的強度

が低くなり，足場として実用に乏しし、ものになる。その

ため，作業床を備えた一側足楊であるこの足場を実用性

のあるものにするために，偏心凪の大合な偏心荷重の作

用する柱材に閲し，通常の理翁計箕式 P/Pcr+ P• e/Mk

~1 の検討を行ないまた実物足場の実大座屈実験を行

ない，これらの結果を基にブラケットー側足場の強度に

つしヽて検討した。

図ー3は．模型実験による偏心圧縮の実験結果につい

て，各荷重作用位惜に対するP/PcrおよびP・e/Mkの関

係をi直角座椋」こにプロットしたも())である くこでPは

最大偏心圧縮荷直 eは偏心距離， Perは荷璽作用位四

に軸圧縮のみが作用した ときの理論的限界荷重値． Mk 

は荷重作用位四に曲げモーメントのみが作用したときの

最大曲げモーメン ト

その結果， スパンUJ中点ll付近およびz<、 バンの最上端

附近でかなり柑辿する ことがわかった tって試行錯誤
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0.8 

0.7'一

=... し 0.6 

＾ 0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

0.1 

（） 

図3

＼．．． 
奇
、...—~―

¥ ‘‘‘ ・・-― 
＼ 

．．．ヽ\—;\x— 
¥‘¥  

>: fI：し口又:℃
ー 0.95 0 7.:i 
-----0.5 △ 9. ;i 
ー・-0. 25 "' 11. j ノ

I'p.c 
l'c,・ 
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荷重作用位濫における
P P.e P.e 

Per Mic M1c 

の結果通常の理論式を P/Pcr+<P p·e/ Mk~ Jに修正

し，修正係数（実験係数） ¢を表ー 1にtって求めた値

を採用し実験結果を修正した結果通常の理論式とほぼ

一致した。

表ー 1 條正係数 Yの値

1の基準点

最上端支点

l 荷重の乍用位骰

1
-2
 

V
I
 

x
一ー

VI
―
 

。

値のy
 

-
i
 

3”  
4 2 1 

中 1闊支点

X 1 
0；；；；；ー；；；；；＿

l 4 
ー

上王＜上
4 
＜ 

1=2  

x ：支点から荷重作用位四までの距離

l ：支点間の距離

実大座屈の実験は．建地1雌器1.8m, }釧闊隔1.7mであ

るい図ラスパンの足場（両端の建地に 2@ととに壁つな

ぎを設けたもの）の建地に，建地の中心より35cm偏心し

たブラケットの位位に荷直を作用させて行なっに。実験

の結果は表ー2に示す。

表ー2 実大足場の実験結果

建地 1本当りの最大荷重 kg 
載荷位四

実験伯 I 理論値

4 枢I目 637.5 I 546 

: ；］ ： -1::; ：I:；： 

3 2.'¥,． 
2 l 

4 喉つなぎの間隔は水平垂直方向とも 3.6m以下と

する。

5 積賊荷重は 1;,I-.パン 100kg以下とし，同時禎載は 2

屈までとする。

6 建地 1本当りの許容荷直は 200kg以下とする。

高速回転機械の安全化

レジノイド平型砥石の遠心

破壊速度の推定法

機械研究部粂川壮一

1. まえがき

近年レジノイド砥石は， ととの生産邸において ビトリフ

／イド砥石に近い状態に成ってきており，使用速度はヒ‘‘

トリファ イド砥石に比べ 2~5削高速で使用されてい

る。したがってその強度に関する研究も重な問題であ

り，その一茄として，補強のないレジノイド平型砥石の l 
迪心破壊速度の推定について，＊ビトリファイド砥石の場

合に蒻籾度が得られた応力勾配を考慇した曲げ強さによ

る推定法を用いて実験研究を行なったu

2. 実験方法および実験結果

平型砥石の迪心破壊速度時における周方向蚊大応プJ点

の応力勾配と同じ破壊応力勾配を有するような曲げ試験

片の邸さは，ほぼ平型砥石の穴径に等しくすればよいが

この条件で得られる砥石の曲げ強さを0“，単位体和巫絃

をr，砥石の内外半径を a,bとすると， レジノイド平

型砥石の遠心破壊周速度VBは次式で推定される。

VB1 °.4383x103 )2 ・芋｝十 〔m/min〕

1 +o. 2422(f 
b 

実験に使用したレジノイド砥石は，≫.3の通りであり

曲げ強さqBより推定された結果と破壊回転試験の実測値

との1対係は，圏 4に示す。

表ー 3 試験片一覧表

砥粒： A 結合剤 ：フェノー）レ樹脂砥粒率 ：48% ~ 

粒 匝 1 回転試験片 曲げ試験片

度 ？ iI 外D径|内d径内d外/径D比高h汀長さ
結合 J文

30¢ 0.0983 30 
30# 

¢ 50</> 0.1639 50 

19 305 270 1,N, R 
30</> 0.0983 30 

60~ 

I 50¢ 0.1639 50 

以上のことによりプラケットー側足場は次の結論を得 （単位 mm) 

た。 3. むすび

l 建地の間悩 /1Yj間隔は1.8m以下とする。 以上の実験結果では，粒度30＃で結合度 1の試料につ

2 足場の料さは15m以下とする。 いては，ややはずれているが，その他の試料の場合では

3 足場の糾は60cm以下とする 5 9o以内の推定誤差となっており，レジノイド砥石の場

- 10 -
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図4 遼心破壊速度の推定値と実測値

合についても本推定法を用いてほぼ95％以上の推定桔度

が得られることを確認した。

＊ 昭和48年度年報参照

システム安全手法の事例的研究

トンネル建設工事労働災害の分析

土木建築研究部 前 郁夫 ・花安繁郎

1. まえがき

トンネル建設工事は，建設業の中でも一，二位を争う

高い度数率を示し，災害危険性の靡い工事である ことは

既に知られている，これらの災害の実限を把握する為

に，昨年度の六甲トンネルに引き続き， lll賜新幹線II期

工事（岡山一栂多間）におけるトンネル建設時の労働災

害の分析を行なった。

2. 資料および分析結果

用いた災害狡料は労働者死似病報告であるが，汽料集

収の関係上広島，111口管内昭和48年12月末迄に限られ

た。又トンネル関係狩料は同鉄新幹線建設同の汽料を利

用した。死似病報告には被害者の年令．経験の他災害発

生状況の簡単な説明など幾つかの項目が記載されてお

り，これらを総てコード化し，計群機により各稲の集計

を行なった。又各トンネルの施工記録等を利用し，災害

との関述を濶べた。これらの結果の一部を以下に示すと，

(l) 年令別，経験年数別分類被忠者の年令と経験年数

とを分類してみると 中年的に発生が集中しており 、平

均39.9オである。又平均経験年数は 7.1年であった

12) 作業別，起因物別分類被害者の従市していた作業

と．災害の匝接の因となっに起因物とを分類したのが表

-4である。六印トンネルの結果とほぼ類似しており ．
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作業では掘削，毅工，運搬作業が．起因物では環境系，

掘削系，運搬系，取扱系などが多数を占めている。

(3) 工区長別、施工法別災害発生率 医ー 5はエ区長，

掘削工法別に災害発生率（人／km）を絹べたものである。

施丁法別では側壁先巡工法が死似，死亡共に靡い。また

距離別では死偽災害が500m未欄を除くと長さの影戦が

少ないのに反し，死亡災害率はエ区長が長い程高くなる

傾向にある。これは運搬災害の増加の彩勝と考えられる。

人間ー機械システムにおける人間特性

プレス作業における人の手の速度，プレ

スの停止時間について

機械 研究部杉本旭 ・佐藤吉信

深谷潔

プレス作業の安全性に関して，最近，安全距離という

考え方が出て来たが， これには，両手式と光線式の 2種

の安全装位について考えられる前者では両手ボク ン

を押してすぐに手を出しても，手が危険域に逆する以前

にプレスが降りき れば，安令↑こ□後者では，千が光線を

切って非常停止がかかった時，手が危険域に逹する以前

にプレスが倅止すれば，安全↑こ と いうととを前捉とし

てそのために両手 ボタン又は光線と危険城の間lに十分

な距離を取ら う，というのがその思想である。

この安全距離を求めるたもに両手ボタン， 又は光線

スィ ッチから危険城までの手の平掬速度，及び，プレ 一人

の非常イが止に要する時間の測定を行なった

1. 人の手の速度

従来から， 1. 6m/sec椋準値としてあるが，両手式の

場合は手の初速度が0,光線式の場合は 0でない｛直を持

つと考えられるので，両者に同じ値を用いる ことには問

閣があるまた正常に作業している時と，あわてて手を

出す時では，手の速度も異なる と考えられるa

これらのことを考怒して，プレス作業のシュミレーシ

ョンによる実験を行なった。正常な作業の総返しの閾

に，ランダムに赤ランプをつけ，急いで手を出してもら

うことで，あわてて手を出す状態をシュミレートした。

表5 数人の被験者についての平均速度の例

I 
被 験 者 I A I B I C 

(a) 平常時の平均速度 I 1. s2! 1. 391 1. 62 

異常時の平均速度 ! 2. 12! 1. 461 1. 43 

| 
被 験 者 ! D I E I F 

(bl 平常時の平均辿度 | 1 20| 1 31| 1. 09 

＇ 
異常時の平均速度 : 1. 11¥ 1. 291 1. 00 

結果については現在検討中であるが， 2, 3のデータ

を表 5に示す。平均速度の取り方を図 6に示す。

饂卜 b 
寸ヽ

他検成

a ①両手ポタ ン

＠洸線スイッチ

③金型の溢点

④金型の中心

① R ③ ④ 

図6 平均速度の取り方

2 プレスの停止時間

プレスの停止時間の測定は，次の要領で行なう。プレ

スの動きをパ）レス列に変換し， このパルス間隔よりプレ

スの速度を得る。変換部を図 7に示す。この信号処理は

計符機で行なうが，現場調査を行なうため，一旦データ

レコーダに記録する。現在測定中である。

図7 プレスの変位のパルス列への変換部

機械等の人間工学的安全化

イオン交換樹脂分散系による

ウインズロ効果

機械研究部杉 本 旭

危険作業や悪蹂境内作業などを人間に代って行なう ロ

ボットやマニピ ュレータでは多自由度でしか もコ ンパク

トな制御系が必要となる。そ こでウイ ンズIJ効果を用い

だ屯気粘性流体駆動方式に期待するところが大きい。

ウインズロ効果というのは，屯気粘性流体といわれる

ある種の懸濁液の粘度が外部屯界によ って制御で含ると

いうものである。これまで多くの研究がなされていたに

もかかわらず，どれも効果が小さく，しかも劣化が激し

いため実用にはほど遠いものであった。

本研究では懸濶液の分散相をイオン交換樹脂としてウ

インズロ効果の測定を行なったC イオン交換樹脂という

のは，スチ レン邸分子基体にイオン交換基を付加させた

、

- 12 -



もので， 含水すると式 1のよ うにイ オン解離すると考え

られる

R•SO3H=＝ピR-S03—+H+ (1) 

ここで．Rは高分子基体， SO出 はイ オン解離基であ

り，このイオン解離基は右辺のように固定イオン (. s 
0り と対9f..イオン (H十）に解離する。ただしこれは強

陵性陰イオン交換樹脂の例である。

イオン交換樹脂は比較的自由に対立イオンを変化さ

せることができる。そこで従来の研究では兄られなかっ

た図 8に示すような測定が可能となったわけである

図 8はそれぞれの対立イオンを もつ強塩基性陰イオン

交換樹脂を真空下で60分閻乾繰したものを分散相とした

場合の測定結果である。これによると 111]ーイオン交換

樹脂においても その対立イオンを変えろ こ とによっ

て，ウイ ンズロ効果が大きく変ってくる ことがわかる。

このことは．従来推測されていたウ インズロ効果のメカ

ニズムのう ら，屯気 2重府説の正当性を明確に衷付けし

ているに他ならない。

とのようにイオン交捩樹脂はウインズn,:;JJ果の因子に

ついて検吋するのに適当な物質であると 思われ，そ0)

ヒ，これが用途に応じて設計製作しうる性格のものであ

るため，これを用いることによ って，今後の宙気粘性流

体の開発研究は これまでの試行鉛誤的Ij法に比べ` ょ

り具体的でかつ大きな逝展を期待lノうるも0)となるでふ

ろう
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図8 対立イオンによる影響 （真究乾燥）

工場換気の適正化

熱源を有する工場建家内の熱対流について

（熱線風速計出力の温度補正について）

土木建築研究部 木下鉤一

1. 目的および計算式について

然線風速計の出力氾9王は気流温度に大ぷく彩膀 こ1れ

ろ。 微風辿股測定の場合にはとくに精皮よく補汗する必

吸があり ．物姓値のi品度に対する変化も考磁した湿度補

在式を求めておく必要がある。このたも．下品のような

定数｛直を与えて 下記に示す微分方程式を解き，熱線へ

の所要屯力を切：出することにより熱線風速社の理論卜.の

出力屯圧を求めに定数は次の値をとっ「こ。線径 cl=

0.000525,0.00IOcm.線長L=0.1, 0. 15, 0. 20cm.平均iJII

然温度th=140,170,200, 230℃，気流温度Ia =20, 30, 40, 

50,60℃， 気流速度 U=JO, 25, 55, 85, 110, 160, 200, 250, 

300cm/sec.また熱線の「h央を）原点にとり 、ぐの恵の温

度をIm,線の任意．の位．位を1.，温度をf. fd=lm-faとし．

熱線の無欲Jじ温度 0= (l-ta) /fd, 無次元距離 n=2 x/ 

L｀線の伝祁率人入 熱伝逹率h,軍流 i, 0℃のと き

の抵抗値 R。． 温度係数 aのと紅線の温度は次式で示さ

れる＾

咆＋旦 ．（皇）2-巴 o―四叶(T。+0td 4 
呪 入oo d刀 dl dえtd Ta ) 

- 1}+~。 {1 十a(Otd+la)}
md2えtd

坑界条件は

J)刀=0; d 0／物＝0, 0 = l 

2)ヮ＝ 1; 0 =0. 02（端部の温度上昇を仮定）

市に熱線の設定択抗（iれをRと「ると，

R=R。『(1+aOtd+ata)d刀

゜を瀾足する必要があろ，さらに熱伝逹率hば

自然対流，Nu=O.794Gr1'15 

強制対流．Ntt= (0. 24+0. 56Re0•45) (T m!Tn) O. l? 

に上るものと —r る 壮邸は屯子汁冥機で数値的に求め，

協界条件を満足する屯流値を求めた。 ただし計鍔開始時

点で l1,, i は未知数であるので試行錯誤法によ った．

2. 結果

温度分布は次のような近似式で表わせる

l)熱線の温度分布について

0 = l -0. 98がeb（ヮー1)

「こだし， bはta,th, ta,, L. d によって定まる定数

2)温度補正係数について

熱線風速計出力屯庄 V,無風時出力電庄風速による

出力成分屯圧どの間に， V2=V訴＋Au°・45なる関係があ

る。ばじ‘うヽの空気温度がlaのと上記の関係があるとし，

- 13 -



taがta'に変化したときそれぞれV。',A'に変化するもの

とするとき， v。',A'に対する補正係数Do,D1はそれぞ

れ．Do=(Vo/V。'）2, D1=(A/A'）で与えるものとする。

ta, tが， t,,,L, dが既知のとき， Doが既知であるので

V。'が得られ，測定屯圧V'との差から A’“ ,゚45が得られ，

温度に対する補正がで全ふ補正式は屯流イf代から

i) V。に対する補正

Do=：芦，｛1-td[¥,+』翌皐- X

(t,‘―tが） ＋o. 110 x 10-5[/b ]} 

ii) Aに対する補正

D1=B. ．且—｛0. 2146+~
t"―t。, Ta'Ta’  

+0.2025~五い ｝

この近似式は実験値ともよく一致した。ただしこの式

で線の混度係数aは0.0035にとった。

粉じん爆発危険性とその防止

可燃性粉体層のくすぶり温度

化学研究部 松田東栄 ・内藤道夫

1. まえがき

可燃性粉じんが高混表面に蓄秘して，いわゆる粉体屑i

を形成する可能性がある場所では， これらの粉体の発火

・燃焼による火災 ・爆発の危険性を伴う場合が少くな

い。粉体府が燃焼に到る最低温度は，これらの危険性を

表わす特性値の一つと考えられるが，大気中における平

面的な高湿表面での粉体屈は，長時閻加熱により，多砿

の煙を放出する＜すぶり現象を程するのが見られる。そ

こで我々は火災を伴う発火温度と区別する謡味で， くす

ぶり燃焼にいたる最低の高温表面の温度をくすぶり温度

と呼ぶことにし， くすぶり温度を測定する上で彩勝因子

やくすぶり燃焼を幾つかの種類の粉体について調べるこ

とにした。

2. 実験

高湿表面として直径18cmの銅円板を雷気的に加熱コン

トロールで含る装個を製作し， 可燃性粉体試料を円板上

に任意の厚さ～ 3cmと直径～12cmを持つ円盤形状に成形

して粉体層の加熱を行った。なお，粉体勝の充填密度は

厚みが小さい場合にのみ影勝する。くすぶり燃焼をひき

起す粉体として盟産物による粉体試料を選んだ。

3. 実験結果

(1) 試料の厚みが薄く，直径が大含くなる程，一般に

くすぶり現象の発生が試料中心とは限らず，最低くすぶ

り湿度の測定上のバラッキが大きくなる。

12) 天然高分子粉体でのく すぶり現象は，一般に可燃

性分解ガス（煙）の発生と炭化残粧の生成を伴うが，実

験条件での試料蘊では発生した分解ガスが発炎すること

はほとんどなく 鋤いわゆる引火可能な状態を形成する。

これに対して，炭化残糀は空気の接触および拡散によっ

て酸化，発熱を起して赤熱する場合と，これらの発熱に

到らない場合がある。 ~ 

(3) ＜すぶり温度の測定において，試料屑を室温から

一定湿度まで昇温加熱させた場合と一定温度において最

初から加熱させた場合の測定結果に本質的な差はないと

考えられる。

(4) ＜すぶり到逹時間と温度の閲係は，アレニウス型

の表示によってまとめられる。その一例を図 9に示すが

直線の領きは試料サイズによって影櫻される粉体もあ

る。

(5) 試料居内の温度分布は基本的には，従来の熱発火

理論によって示されるものに同じであるが，府の側面か

ら分解するものもみられる。これらは空気の対流によっ

てひき起される酸素の拡散が支配的な場合であろうと思

われる。

〇ーUllU )
1
 

50 
40 

30 

20 

甘::1△ ; ;：和
△ 煎径＝ 6cm 

密度＝0.233g/cm:1 3
 
2
 

103 
T 

("K-1) 

1 1.6 6 1. 7 0 1. 7 4 1. 7 -81. 8 2 1. 8 6 1. 9 0 

図9 くすぶり到達時間 (t)と温度 (T)の表示

（コメツガ粉体）

ガス爆発危険性とその防止

a. 鎖式不飽和化合物の発火温度と

分子構造の関係

化学研究部柳生昭三

1. 研究目的

物質の分子構造と発火温度の間に定砿的関係が求めら

れれば，未知発火湿度の推定に有力な手段となるので．

今回は鎖式不飽和化合物について検討した。

2. 実験方法

発火温度の測定方法は従来と同じである。すなわち，

一定温度に加熱した 200mtの硬質ガラス製三角フラスコ
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中に一定砿の試料を注入し，発火の有無を観察して，発

火する場合には発火おくれ時間を計測する方法である。

3. 実験結果および考察

不飽和化合物とそれに対応する飽和化合物の発火淵度

1.1, 
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図10 2重結合をもつ物質の発火温度

（アルコール，酸）
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を比較する たも，すでに同じ方法で測定してある各飽和

化合物のデー タを加え．両者を対比して図示した結果が

図10および図11である。

これらの図から分るようにア）レコ ール，酸，

ルを通じて， 2重結合 1個をも ち，炭素数が比較的少な

い (2~ 3個）物質はその飽和化合物より発火温度がい

ずれも低い。その理巾は，このような物質では 2重結合

の効果すなわち熱安定性の低下あるいは反応性の増大

などが顕著にあらわれるためと考えられる。

一方において，熱安定性が飽和直鎖の炭素鎖よりも大

きい共役 2璽結合をも つ物質，たとえば‘ノルビン酸およ

びそのエステルなどは それらに対応する飽和化合物の

?/,ーカプロン酸およびそのエステルよりも 発火温度が

かなり裔いことが朋らかになった。

エステ

b. 球面ガス爆ごう波の直接起爆限界

エネルギー

龍合ガスクンクへ I' ．← 

IIl= 

IIl¥==O  

旦:~チ IV ) ==()
トリガー

ペル7‘ V戸一廿

図12 実験装濫の概略

実験方法

化学研究部

図13

松井 1i'i.!.ギ犬）巫

緒言

可燃性ガメや液体の蒸気が大届に涸れ出して空1閏に拡

がっている状態で着火が起り，大きな爆発事故が生じた

例が最近多いへ この様な場合に衝撃波を伴った激しい爆

発である燦Cうが生ず るかどうかは重要な問題である 。

この爆こゞ う波がどの様な条件下で， どの様な過程を経て

起爆されるかを明 らかにすること によ って， この種の災

書を未然に防ぐたy)の適正な手段を選ぶことができる 。

．
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図11

10 

発火お く［L時間 1sec)

2重結合をもつ物質の発火温度

（エステル）

100 

広い空閻における爆こう波の生じ易さの目やすとし

て，直接起爆限界エネルギーを捩定した。実験は容器内

のアセチレン ・酸素混合ガスを用い，菌気スパークで点

火して，点火源近傍で爆とうが直接に生ずる最小のエネ

）レギーを求めた。 この時，遁極の形状と距離を変えるこ

とによってその影勝を調べた。点火源のエネルギーは屯

極闇の抵抗と回路の屯流を測定して求め， これをエネ）レ

ギー密度を考慮した有効エネルギーで評価した。実験装

箇の概略を図12に．‘湿極の形状を図13に示した。

3. 実験結果

種々屯極形状における起爆限界エネ）レギーを屯極距離
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に対してプロ ットした結果を図14に示した。エネルギー

は単位電極当りの値である。この結果，起爆限界エネル

ギーは電極距離がある値より大合くなると屯極形状に

よらず一定になる ことが分った，即ち， 三次元の空間に

おける起爆限界エネルギーは，本質的に二次元の空間に

おける｛直に帰結し、そのイ1在は［臥極形状，距離や放屯特性

によらない木質的なものであることが分る。アセチレン

・酸素混合ガ．；；：，初圧100Torrの場合，起爆限界エネ）レ

ギーは約0.1J /cmとなった。この値は従来得られている

値に比較してかなり小さく ，事故として広い空間での球

面爆とう波が点火源から直接に生じる可能性のあること

を示唆している。更にこの方法によって，アセチレン ・

酸素混合ガスの初圧浪度を変えて起爆限界エネルギー

を求めた。この測定値を砧媒にして従来得られている他

の種々の点火源による測定仙との比較，検討を行い，種

々点火源によるガスヘのエネルギー伝達機構および起爆

過程での効率について有益な知見を得た。
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化学研究部

3.0 

金網による圧損とその消炎能力の関係

林

3.5 

穂々電極形状における篭極距離と起爆限界エ

ネルギー

年宏

1. 目的

火炎防止器の消炎素子による圧担とその消炎能力とを

関係づけることができれば，比較的容易に測定で合る圧

損から消炎能力を予測することができ，有用である。本

報では 1インチ管中での水素ー空気爆発火炎について，

金網を消炎素子として実験し．これらの関係を調べた。

2. 実験方法

実験には 60,.,,,120メッシュのステンレス鋼製平織金網

を用いた。菫ね合せた金網はその両側を多孔板で補強し

て爆発管中に固定する。爆発嘗中に所定の浪度と初圧の

混合ガスを満し，点火室（長さ約13cm) 内で屯気火花に

より点火し，火炎が金網籾をへて引火室（長さ約11cm)

に伝わるか否かを観察する。初圧を次第に上げて引火室

に爆発の生じない限界の混合ガス初圧を求め， これを非

引火初圧 (L.S. P)と定義して消炎能力を示す尺度と

した。また，金網囲によ る圧損は， 1インチ笞中におけ

る1001/min の空気流に対する金網前後の圧力差 (mm

Ag)で比較した。

3. 実験結果および考察

図15に示すように，金網の消炎能力 (L.S.P)は枚

数Nとともに増加するが，金網の種類とガス浪度に応じ

て，枚数を増しても消炎能力が詢上しない限界が存在し

うるので，枚数で安全率を見込む際には図で右上りの直

線に相当する範囲を利用せねばならない。 この直線部分

は次式で近似される。定数a,bは金網の稲類とガス浪度

L.S.P=aN-b （この実験では a.b共に正）に

より変わるが， aが大なる程，また bの小なる程L.S. 

Pは大となるので，両者の比a/bから異なる金網相互の

消炎能力の比較が可能であろう 。一方，圧損はN；；；；；印で
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金網の圧損と消炎能力の関係
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両者は直線関係にあるとみられ， このことから金網の

消炎能力がその圧損に依存することが結論される。

d
 

金網の消炎能力に影薯する因子について

化学研究部 林 年宏

1. 目的

金網の消炎能力に彩勝する因子を明らかにすること

は， これを用いた火炎防止器の設計 ・試験などの方法の

確立のために必要である。本報では 1インチ符中のアセ

チレン一空気爆発火炎について，金網の董ね合せ間Iii,；i,

爆発管の長さなどの影戦について測べた。

2. 実験方法

供試金網と実験方法は前報と同じであるが，金網は補

強しなかった。点火室と引火室の長さは変えたので， そ

れぞれ必および.P,2(mm) として実験結果に付記す

る。まに消炎能力の尺度としてL.S.Pのほかに，引

火の生ずる最低の混合ガス圧力（最低引火初圧，M.P.

F.T)を適入した。

3. 実験結果および考察

図17には，金網の重ね合せ閻隔 (t)が消炎能力に及

ぽす影態を闊べた結果の一例を示す (Nは金網枚数）。t

の増すほど消炎が困難となることが明らかであり， この

結果から「ある tで重ね合せた金網により火炎が阻止で

きたとすれば，枚数は同じでを減ずることにより安全度

を増すことができる」といえよう 。

図18は，他の条件は一定として必2 を変えて M.P.F. 

Tを求めた結果である。 _P,2の増すほど消炎が容易であ

り， _P,2が十分大きければ最早消炎能力は_P,2に影靱され

なくなる ことから， 「引火室を十分小さくした条件下で

消炎能力を確認した火炎防止器は，引火室の大きい場合

O.& 
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引火室の長さが消炎能力に及ぼす影摺

に対して安全側で使用できる」といえよう。

このほか，点火室長点火源と金網の距離などの影脚

についても実験し，有益な知見をえた。

電気設備による点火危険性とその防止

a. プロパン空気系混合ガスの実験的最大

セー フ・ギャップの温度依存性

表 6

393°K 

化学研究部 筍見平三郎

t. 研究目的

プロバン一空気系混合ガスの爆発の伝播を阻止するた

めに，安全工学定数の一つであるセーフ ・ギォップの湿

度による変化が，どんな領向をしめすかについて，従来

の文献にしめされていないので， これについて研究を行

なったものである。

2. 実験装濫およぴ方法

実験装固は，内容軟8,000CCのこの研究のために設計・

した測定装四を用いて行ない，試料ガスの加温は，熱媒

体を用い，混合ガスの温度の均一性を保持した。どの寸

度をもってセーフ ・ギャップとするかについては， 15回

M.E.S.G.の実測結果

299°K 

8
 

24 32 

ギャップ1火炎伝ぱの状況 Iギャップ火炎伝ぱの状況(mm) (mm) 

0.85 15 I 0.96 15 I 

0.84 2N 13 I 0.95 1N 14 I 

0.83 3N 12 I 0.94 3N 12 I 

0.82 11N 41 0.93 2N 13 I 

0.81 14N 1 I 0.92 9N 6 I 

0.80 14N 1 I 0.91 6N 9 I 

0.79 14N 1 I 0.90 ION 5 I 

0.78 13N 2 I 0.89 12N 3 I 

0.77 15N(M.E.S.G) 〇.88 15N(M.E.S.G) 

（注）

図17 金網間隔と消炎能力の関係

I ＝火炎伝ぱ

N＝非火炎伝ぱ
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の辿続実験においてその全数が外部容器中の混合ガスに

火炎伝播をおこさない寸度をもって実験的最大セーフ ・

ギャップ (M.E. S. G)と定義した。

3. 研究結果

表 6は，室温および393°Kにおける実測結果の 1例を

しめしたものであり，各溜度における点火相対度数のカ

ーブは，相違をしめし，混合ガスの初期温度に対する依

存性が認められた。

実験は， 383°Kより473°Kにわたって行なわれ，固19に

しめすこ々 とく． M.E.S.Gの温度依存性は．明らかで

あり．これらの実験結果を 1次関数で近似するときの火

験式がえられた。

Y = -0. 7157 ・ 10-3 X + 1. 070 
Y : M. E. S. G 10-2mm 

X :湿度 K゚

この実験式を用いて．プロバン一空気系混合ガスの爆

発等級 1と2との悦界温笈を推定してみるとつぎのとお

りである c

1.00 

s E 0.90 

0゚.80 

のO.70

囚 0.60

乏 0.50 

0.40~-
353 299 313 393 433 473 

r• 1L 91I し 度 (•K) 

図19 実験的最大セーフ・ギャッブ

(M.E.S.G.)と初期温度との関係

T口＝657°K

すなわち，プロバン一空気系混合ガスのセーフ ・ギャ

ップは，温殷の上昇に伴い，直線にそって減少の頷向を

しめし，その爆発等級は危険側に移行する。

この研究結果およびC3m 以外のガスを用いて行なっ

た実験の文献からみて M.E.S.Gの淵度上昇に伴う減

少は，明らかである。

したがって常温における M.E.S.Gが，爆発等級の

限界値に近い値をしめす可燃性ガスおよび蒸気について

は，周囲温度のわずかなヒ昇によって，爆発等級の変動

が考えられる。よって，応用工学的にみるならば，これ

らの可燃性ガスおよび蒸気に対する耐圧防爆機器につい

ては，たとえ許容温度内においても，温度上昇に対する

安全性については， じゅうぶんな考忠が必要である。

特にこのことは，例えば，耐圧防爆構造の屯気機器の

高温度即境下あるいは邸熱物体からの彩勝を受けやすい

場所における設附．機器自身による熱の菩釈， 1::.ータを

内蔵する場合など容器内部の可燃性ガスおよび蒸気が加

温されれば．そのフランジのギャップの消炎に対する安

全性は減少せざるをえないことを怠味するものであり，

実用的な観点から注意しなければならない。

b. 低圧回路火花による可燃性固体の着火

限界 （誘 導火花の場合）

電気研究部 田中隆ニ・市川健二

1. まえがき

大気庄空気中では，経験上，可燃性固体の点火源には

到底ならないような微弱な氾気火花でも．過剰酸素ふん

岡気中では容易に点火源となることがある。そこで， ガ

スの組成と気圧が異なる過剰陵素ふん囲気中において，

低圧誘祁同路の開離火花による和紙などへの牙t火試験を

行ないその限界を求め．安全な回路設計基準を得るn

2. 実験装置及び方法

爆発性ガスに対する開離火花の点火限界を測定するた

叫こlTjいられてきた火花発生装屈 (Break-flashNo. 3 

apparatus) を流用し．その同定屯極に試料となる固体

を貼付けて．圧カタンクに人れた。タンク内のふん囲気

は．100%02,02一 応 又 は02-Heとしに。混合ガスの

悶合は． 02 i/:J度を20~809oの範囲で変化させた。また

＇ふ王は o.1---1. 3MPa （絶対気圧） の範囲とした。試料

l t和紙 (0.05m m).塩ビ (0.05mm)．綿イIi (0. 5mm) 

の三種類である。回路の直列インダククンスは lHまで

とし，屯源は直流50V （一定）としに回路の開閉氾流

の大きさによって，発生火花の恣火能力が異なるので

火花によって試料に珀火する最小の開閉屯流（最小沿火

屯流）を沼火限界の指椋とした。

3. 実験結果及び考察

ィンダクタンスを lHとし， 100%02叶7における蚊小

沿火‘追流を測定しに結果では，図20に示すようにいず

れも気圧の増加とともに最小沼火‘1じ流が減少するが，な
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図20 高圧酸索中の最小着火電流
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かでも和紙の最小着火屯流が最も小さく，塩ビに比べる

と約 1/2である c

また， 60%02-40%N2, 60% 02-40%Heのふん囲

気中の実験を和紙について行なった結果では，同様に気

圧の増加と共に最小珀火屯流も減少するが， N2よりも

Heの方が熱伝導率が大きいため， 最小着火屯流は同一

気圧でも 02一い の方が， 02-Heよりも小さくなる。

図21は，図20の回路で，大気圧 02中と同じ最小芳火

屯流となる02-N2及び 02-Heの酸素戦度と気11：：の組

合せを求めた実験例（和紙）を示したもので，設計基準

となるe

2.0 

1.0 

5

3

2

 

．

．

．
 

0

0

0

 

尽
I
N
)
T
H

ぷ

0,-N, 0,-He 

非硲火領域

O ・ 1a 20 40 60 80 100 

酸索淡度 (vol%)

図21 大気圧02中と等価な酸索濃度と気圧の組合せ

静電気による点火危険性とその防止

可燃性液体の流動帯電における

除電剤の影響

電気研究部児玉勉・田畠泰幸

1. 目的

可燃性液体の静泥気塔湿が原因となって起こる爆発や

l 火災を防止するため，可燃性液休への除屯剤孫加が実用

化の段階にある。除＇逍剤 孫加は，液体の遮電率を高める

ことによ り帯‘遁電荷の大地への漏えいを促進し， その結

果として液体の帯軍を抑制することをねらいとするが，

ここで導電率は給油管内の液体の流動帯軍と密接な関係

を持つとされている。本研究は除屯剤孫加が流動帯電に

1000 

.
E
~(1 d
 

一

：・

吝 ］00

注：l

芽

10 

白fliIll 
除姐剤ASA•3 

゜

図22 除電剤濃度と導電率の関係

製ASA-3を用いた。

3. 実験結果

試験液体の禅電率は図22に示すとおりで，除電剤蔀加

談度にほぼ正比例して増加した。

単位時閻当たり液体にのって流れる軍荷品を流動軍流

というが，給油管長が非常に長くなったと きの流動電流

飽和値 iooを測定＇，韮流，導屯率等から計鍔した結果は図

23に示すとおりで，速電率が約lOOpひ／m以上になると，

iooは祁電率の増加とともに増大する傾向を示し，この

頷向は流速が大きいほど顕著であった。

JOO 

10 
< 
C: 

全

王

遥

芯”—’ 

とら‘-•

含

召 ．゚1

0.1 0.3 

除龍剤氾殷 (ppm)

3
 

及ぼす彩勝を調べることを目的とした。

2. 実験方法

両端で絶縁された銅製テス トバイプを通じて，供給夕

ンク中の試験液体を空気圧によりファラデー ・ケージへ

送り込み， このと合テス トバイ ブと大地間及びファラデ

ー ・ケージと大地間に流れる電流を測定したが， ここで

除電剤孫加浪度及び流速を変えてその影親を調べた。な

お，試験液体には白灯油を用い．除軍剤にはシェル化学
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a. 

電撃危険性とその防止

ウサギの心室細動生起電流の

周波数・持続時間依存性

電気研究部 寺沢正義・田畠泰幸・山野英記

電殴の持続時閻が小さい場合（問函になるのもこの場

合が多い）には，屯撃時期が心室細動の発生に影勝す

る。本稿では，屯照時期が心室細動の発生にどのように

影聘するかを動物（ウサギ）実験によ って検討した。＇ぶ

撃時期とは‘厖敷（持続時間の中点）が心サイクルに対し

てどの時期にあるかを示す変数で，心＇屯図の Q波のJ頁点

から屯撃までの時間ts, あるいは tsの心周期Tcに対す

る比率aによって表わす。

イエウ サギ（左上肢一右下肢）に加えた軍＇路は，位相

0から始まる50Hzの正弦波軍流である。

図24(a), (b)に実験結果の例を示す。持続時間dが小さ

いときには，心室細動の発生が見られる漏賂時期の領域

dが限られていかまた図25は，＇這流がある区間内 (0.5 

,.._, 1, 1,.._, 2 Ap, etc.)という条件のもとで，心室細動

発生の条件付ひん度である。図 1や図 2に見られるよう

に，持続時間が変化しても心室細動を生起する最小の軍

流はほとんど変化しない。これは一見 Dalzielの式と矛

盾するように思われる。

しかし＇屯撃時期の各区間における最小の心室細動，；獄流

を図示すると図26のようになり， ＇心室細動発生」の区

間が持続時間とともに増加する。したがってひん度一定

の条件で見るときには，持続時間の増加とともに心室細

動氾流は減少することとなる。
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図26翌電撃時期の各区間における最小心室細動電流

水中における電撃危険性とその防止

（水中の電流・電位分布の定醤的解明）

電気研究部

1. 研究目的

水中作業の増加に伴い，水中ブルトーザー，水中照明

器具等の水中作業機器が開発され，その使用が広く計画

田中隆二•本山建雄
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されつつある。これら大部分の水中作業機器は動力源と

して，地上から箪力の供給を受けている c このため軍力

ケーブル等の軍気的破壊による水中への漏溜が生ずると

水中作業者がいる場合には，電賂の危険性も増加すると

思われる。一方，水中での軍殴は，空気中の場合と異り

弱い屯撃でも窒息，溺れを含む大きな二次災害を起こす

危険性を持っている。したがって，水中での電殴危険性

を解明し，防止対策を検討することが必要となる。，；即樅

危険性の解明には，水中における屯流 ・電位分布の解明

と水中の生体に対する電隙の生理的な危険限界の定録的

決定が要求される。現在は，基礎的な問起である水中の

氾流 ・軍位分布の解明を逃めている。

2. 方法

水中における電流 ・電位分布の理論的解明は，種々の

境界条件のもとで． Laplace,又は Poisson の式を禍

足する解を求めることにより行なわれる。本研究では以

下のような三つの方法で，災界条件を屯気的な恨点から

検討し，水中での国流 ・祀位分布の解明を巡めている。

(1) 椀界値問題として数学的に解く方法 (2)計箕機を

用いて緩和法により数値解析する方法 (3)水栖に作業森

協を模擬し，電位を実測する方法

3. 結果

上記(2)の方法による結果の例を以下に示す。

平行平板屯極中に存在する媒体（水）中の物体（抵抗

体）が，その物体の媒体に対する比抵抗の大きさに応じ

て，媒体中の電流，淑位分布に与える影態について，検

討した。これは，水を抵抗回路網でおきかえ，緩和法に

より数値解析するものである。数値解析のモデルは図27

に示すように，水楷の大合さを16X 16 X 16とし，中央に

物体 (2x2x2)が置かれており，水に対する抵抗比

を， 1000,100, 10, 5, 3, 1, 1/2, 1/3, 1/5, 1/100 

1/1000とおいた。屯位， 霜流分布に対する物体の影親

は，水との抵抗比が 1.0に近いほど小さくなる。図28,

~ 29は，結果の 1例である。
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図27 平行平板電極水槽モデル
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高圧の空気または酸素中における

廃棄物の燃焼処理

PCBの加圧雰囲気中における

熱酸化分解と燃焼

化学研究部 駒高功額森崎繁

t. 目的

ポリ塩化ビフェニー）レ (PCB) は．熱的に非常に安

定しており，絶縁油，熱媒体などとして広く工業的に使

用されてきた。e..(J）ような不要のPCBを餌害化処理す

ることは， PCBが不燃性で，かつ，優れた化学的性質

をもつことからきわめて困難だろうと予想される。しか

し， PCBを加圧酸素巾で燃焼させれば1400℃以上の高

湿が容易に得られるとともに， NOXの発生が無いなど

の長所があると考え，液状PCBを加圧酸素中で焼却す

るための研究の一即として高圧熱分析などの基礎実験を

行った。

2. 実験結果

PCBの加圧酸素中または空気中における酸化分解お

よび燃焼について，高圧熱分析および点火燃焼実験を行

った主な結果をまとめると次のとおりである。

(1) 低い湿度領域における PCBの蒸発は，加圧空気

中の方が加圧酸素中より その品が多く，また，高温領域

においては加圧空気中の方が酸化分解が生じにくい（図

30)。

(2) 酸素50kg/cm2下でのKC-300は，ほば定常的に酸

化分解が生じ，その活性化エネ）レギーは 2.21kcaljmol 

と計算された。

(3) Cr203は， PCBO)加圧酸素中における酸化分解

および発火燃焼に対して触媒活性を示し，比較的低い圧
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力下でも PCBは容易に発火する（圏31)。

(4) PC Bの酸化分解は， cr~o3 の蔀加率によってそ

の速度が異なり， 一定温度以上では添加率の大きい程酸

化分解速度が大きくなり，また発火湿度も低くなる傾向

にある。

(5) Cr203の赤加下における KC-300の発火湿度

は，酸素圧力が高い程また昇温速度が遅い程低くなって

いるが，孫加率が40％前後になると発火温度は昇温速度

によらなくなり， KC-300の加圧酸素中での最低発火

温度は約350℃と推定される。

(61 PCBは酸素大気圧下でも点火すると容易に燃焼

するが，酸素圧力の増加または触媒の孫加は燃焼残橙を

少なくし，完全燃焼に近づかせるものと考えられる。
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(4) 刊行 物

名 称 1 整理番号 I 超 目 I 著 者 名

産業安全研究所 RR-24-1 Iプロパン一水素ー空気系混合ガスを対象とする実験的 餡見平三郎

研究報告 セーフギャップに関する研究

RR-24-2 軍子線照射ボリエチレ ンの燃焼性に関する研究 （第 2 森崎 繁

報）

ー熱（酸化）分解ガスクロマ トグラフ ィー

R R-・24-3 産業災害の数母モデル化 佐藤吉イ且 近藤太二

ー情報品を用いた属性の多変迅解析法による危険性評
粂川11・一 杉本旭

価とその事例研究一 前 郁夫 山野英記

RR-24-4 可燃性粉体胞のくすぶり混度 松田東栄内籐道夫

RR-24-5 火炎防止器に脚する研究（第 4報） 林 年宏

I RR-24-6 

一金網の消炎能力に彩認する因子(1)一

火炎防止器に閲する研究 （第 5報） 林 年宏

一金網の消炎能力に彩菩する因子(2)—

RR-24-7 人工即境下における氾気設備の安全化に製する研究 出 中 隆 二市川健二

（第 2報）

・” 一低圧誘羽回路の開閉火］もによる可燃性固体の着火限

界一

RR-24-8 人工指の試作研究（第 2報） 杉本 旭

- ーイオン交換樹脂分散系によるウィンズロ効果一 近藤 太 二

R R-24-9 球面ガス爆とう波の直接起煤限界エネルギー 松井英；板

産業安全研究所 T N-75-1 高圧券囲気下における過塩素酸アンモニウムの燃焼 森崎 繁

技術資料 （第 1報） 駒 宮功額

一詞圧下における示差熱分析および熱重狐測定一

T N-75-2 高圧冴囲気下における過塩素酸アンモニウムの燃焼 森崎 繁

（第 2報）

ーヘリウム11気圧下における発火燃焼時の熱鎚測定一

T N-75-3 発火温度データ（第 1集） 柳生昭三

T N-75-4 建設工事における労働災布の動向 前 郁 夫

花 安繁郎

鈴木芳美

T N-75-5 移動式足場の移動中における安定性について 林木 宜 制

＇ 

小 川 勝 教

河尻義正

TN-75-6 プロハン一空気系混合ガスの実験的似大セーフギャッ 鶴見平 三郎

プの温度依存性に関する研究

T N-75-7 発火温度データ（第 2集） 柳生昭 三

T N-75-8 トンネル建設工事における労働災宙の分析(1) 前 郁夫

ー山閣新幹線六甲トンネルについて一 花 安繁郎

鈴 木芳美

T N-75-9 階段通路の安全性に愧する研究 木下釣ー

一階段昇降中での労働災害の調査について一 永 田 久 雄

小川勝教

河尻義正

T N-75-10 布板 1側足場の安全性 森宜制小川勝教

河尻義正

産業安全研究所
安全資料

S D-75-1 粉じん爆発に対する圧力放散設備 松田東栄 内藤道夫
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(5) 学会誌学術雑誌掲載

題 目 I 号m心 名 I発表年月 I執 筆 者

屯慇災害とその防止 電気学会誌 50. 4 田 畠 泰 幸

Differential thermal analyses and thermogra- Thermochimica 50. 4 森 崎 繁

vimetry of ammonium perchlorate at pressures Acta 駒 宮 功 額

up to 51 atm. 

(High 盈r~ssure DT A and TG of ammonium) 
perch nde 

Chlorimetric study of the energy on combusti- Thermochimica 50. 4 森 崎 繁

on of ammonium perchlorate in 11 atm helium. Acta 

(Combustion _en11::J~Ifft ft oof f aammmmoonniiuum m) 
perchlorate rn um 

PCBの加圧淫囲気中における熱酸化分解 安全工学 51. 1 林木 崎 繁

駒 宮 功 額

地下建設工事における地府の発熱視象 安全工学 5 1. 1 鈴 木 芳 美

Ignition of Flammable Solid Materials by El- Electrical 50. 12 田 中 隆

ectrical Discharges under Artificial Atmosph- Safety In Hazardous 市 JI/ 健 ー・

eres Environments 

(6) 研究発表

題 目 I 発 表会名 1発表年月日1 発 表 者

アルミ 合金鋳物の疲労き裂伝はについて 日本機械学会第52期 50. 4. 1 田 中正 清

通常総会講演会 橘内良雄

裔炭素鋼の疲れき裂伝ぱに関するフラク トグラフ ィ的 日本機械学会第52期 50. 4. 3 橘肉良雄

検討 通常総会講演会 田 中 正消

イオン交換樹脂によるウ ィンズロ効果 日本機械学会第52期 50. 4. 3 杉本 旭

一軍流に関する一考察一 通常総会講演会 他 1名

屯気流（本クラッチに関する研究（第 1報） 日本機械学会第52期 50. 4. 3 杉本 旭

通常総会講演会 他 2名

静軍気放屯による可燃性ガスヘの沿火 昭和50年 50. 4. 3 田 畠泰 幸

電気学会全国大会

加圧ガス中におけ る可燃性固体の火花着火 昭和50年 50. 4. 3 市 jII 健隆 二

屯気学会全国大会
田 中 二
本山 達雄

切断砥石の回転側圧強度について 精機学会 50. 4. 4 粂川 '|1

昭和50年度春期大会

プロ パン一空気系混合ガスのセーフギャ ップの温度依 日本化学会 50. 4. 4 鶴見平三郎

存性について 第32春季年会

炭素鋼およびアルミ 合金の疲れ破壊のフラク トグラフ フラ クトグラ フィ研究 50. 5. 30 橘内良雄
ヽ

イ 会 田 中正消

帯軍液面からの放屯特性に関する 1検討 第20回静屯気研究発表 50. 6. 6 田 畠泰幸

会（高分子学会他共催）

流動衛軍におけ る1廿出防止剤の彩恕 第20回静軍気研究発表 50. 6. 6 児玉 勉

会（覇分子学会他共催） 田 畠 泰幸

生物の基本的な運動に関する一般理論 バイオメカニズム学会
第 4回パイオメカニズ

50. 7.10 深 谷 潔

ム ・シンポジ ウム

イオン交換樹脂を分散相とする＇屯気流体の屯流特性に 日本機械学会 50. 8. 20 杉 本 旭

関する 1考察 第 858回講痰会
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題 目＇ 発

建築工事における労働災害の動向(1), (2) 

階段，通路の安全性に関する研究

表 会

イオン交換樹脂分散系によるウィンズロ効果

土木工事における労働災害の動向

トンネル建設工事における労働災害の分析

プロパン一空気系混合ガスのセーフギャップの圧力依

存性

異常反応に基づく 1災害事例の研究（最終報）

プロバン一空気系混合ガスのセーフギャップに関する

研究

金網の消炎性能について

過剰酸素雰囲気における可燃性固体の屯気回路火花に

よる着火

ー誘追回路火花の場合一

応力勾配を考慇した平形砥石の遠心破壊速度の 1推定

法

トンネル建設工事における労働災害の動向

I移動式足場の移動中における安定性について

圧気工法における地囮の発熱現象

心サイクルにおける電浮時期の心室細勁発生に対する

影据

帯屯液面と接地球との間で超るストリーマ放電の発生

条件

ノルマルブタン一水素ー空気系混合ガスセーフギャッ

プに関する研究

球面ガス爆轟の直接起爆限界エネルギーに対する電極

形状および電極距離の影器

炭化水素類の発火湿度

熱分析による高圧下の発火温度と発熱温度の測定

高圧空気中における測滑油の発火危険性と熱酸化安定

性

PCBの加圧雰囲気中における熱酸化分解と発火燃焼

ポリエチレン粉じん分散素の燃焼下限界と火炎速度

し—
建築学会

昭和50年度大会

建築学会

昭和50年度大会

名

日本機械学会

第53期全国大会

土木学会

第30回年次学術講演会

土木学会

第30回年次学術講演会

日本化学会

第33秋季大会

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工業国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンポジウム

第 6回安全工学国内

シンボジウム

第13回燃焼シンポジウ

ム

第 8回安全工学

研究発表会

第 8回安全工学

研究発表会

第 8回安全工学

研究発表会

第 8回安全工学

研究発表会

第 8回安全工学

研究発表会

第 8回安全工学

研究発表会

1発表年月日 I

50. 10. 9 

50. 10. 10 

I 

50. 10. 12 

50. 10. 18 

50.10.18 

50. 10.19 

50. 11.17 

50. 11. 17 

50.11. 17 

50. 11. 17 

50.11. 18 

50.11. 18 

50. 11. 18 

50. 11. 18 

50. 11. 18 

50.11. 18 

50. 12. 2 

50. 12. 4 

50. 12. 4 

50. 12. 4 

発 来 者

4

4

5

 

.

5

.

 

2

2

2

 

1

1

1

 

．

．

．

 

0

0

0

 

5

5

5

 

花

永

木

小

河

杉

前

花

前

花

鶴

琴

鶴

林

田

市

粂

前

花

小

鈴

Ill
内

田

鶴

松

柳

駒

森

胞

森

森

駒

松

安

田

下
川
尻

本

安

安

見

寄

見

中

l 1 | 

JII 

安

川

木

野

川

畠

見

井

生

宮

崎

宮

崎

綺

宮

田

繁

久

釣

勝

義

夫

郎

夫

郎

郎

三

郁

繁

郁

繁

平

平三郎

年

隆

健

・11 

郁

繁

勝

芳

英

義

泰

平三郎

英

昭

功

功

功

東

郎

雄
一
教
正
旭

崇

宏

夫

郎

教

美

記

則

幸

憲

額

繁

額

繁

繁

額

栄
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題 目 発 表 者

装柱作業における身体の安定と姿勢，足場の要因との

関係

Ignition of flammable solid materials by elec-

trical discharges under artificial atmospheres 

I発表年月日I
第 8回安全工学 50. 12. 5 

研究発表会 I 
2 nd international j 50. 12. 16 I 

Conference on Ele-

ctrical Safety in , 

Hazardous Enviro-

•nments I 

情報砿を用いた厖性の多変拡解析法による危険性評価 第 5回日本人間工学会 50. 12.20 

とその事例研究 関東支部大会 1 

トンネル建設工事における労働災害の分析(1I 

トンネル建設工事における労働災害の分析(2)

第 3回土木学会関東支

部年次研究発表会

第 31旦1土木学会関東支

部年次研究発表会

51. 1. 20 

51. 1. 20 

発

山

田

市

佐
近
粂
杉
前
山
前
花

前

花

表

野

中

川

藤
藤
川
本

野

安

安

英

隆

健

吉
太
廿

者

記

信
ニ
ー
旭
夫
記
夫

郎

名

夫

郎

名

1

2

 

郁

英

郁

繁

他

郁

繁

他
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＇ 

第3章 産業安全技術館等業務

(1) 産業安全技術館の活動

産業安全研究所においては，附／函施設として産業安全

技術館を設け，産業安全に関する各種の資料を展示して

労働災害防止に関する教育活動を行なうと共に災害防止

に必要な情報の捉供，あるいは技術相談等に応じてい

る。

産業安全技術館における施設，展示資料等についての

概要は次の通りであるc

常設展示場 1階 336m2 2階 573m2 

特別展示場 2階 333m2 

見学指塔室 3階 117m2 

常設展示場には，安全活動，作業猿境，加工機械災害

防止，人間の動作，つい落災害防止，倒壊災害防止，保

殴具，爆発災害防止，感這災害防止，運搬災害防止の10

コーナーに分けて関係資料を展示している。資料の展示

に当って，実物，模型，解説パネルのほか，視聴党機器

および，実演可能の装置等によってなるべく立体的な展

示構成を行ない，見学者の理解を容易にするようにして

ある。

特別展示場には，労働災沓の動向あるいは，新しい災

'苫に対処する安全技術の成果を招介するなど，時機に応

じたテーマをとらえて一定期間展示を行っている

見学指溝室には，主として団体見学者に対するオリエ

ンテーション，安全教育などを行うために，視聴党施設

・教材を備えて，入館者の階蘭別，業態別等の安全につ

いての要望にそうようにしてある。

昭和50年度における産業安全技術館の主要な活動は次

の通りである。

常設展示平常通り (50年10月よ り展示自動解説装盟

を設描）

特別展示

50. 6. 1 ~ 7. 7 全国安全週間展

9.1~10.7 全国労働衛生週間展

10. 20~12. 10 静電気災害防止特別展

51. 2. 23~ 3. 23 「写真で見る職場の安全活動」展

（講演会等）

定例購演会を毎月 1回，定期に開催した． このほか特

別展開催期間中にテーマに関係した講演会を 1回開催し'

ャ̀
•O 

その他

展示資料その他安全一般について技術相談，団体見学

者に対しての安全教育を行った。

入館者

開館日数 289日 (4/1~3/31)

個 人 34,183名，団体239組5,947名

計 40,130名

(2) 大阪産業安全技術館の活動

東京の産業安全技術館の分館として，大阪市東区森の

宮にある大阪産業安全技術館においtは，関西地方にお

ける産業安全のセンタ ー的な立馬に立って普及指尊活動

を行っているし

昭和50年度における大阪産業安全技術館の主要な行事

は次の通 りである

常設展示

煤発災害防止コーナーの改善

特別展示

50.11. 1 ~11. 29 安全技術の歴史展

安全の講洞会11回，定例の映画会を 5回開催した。

安全技術指通 ・調査

一般安全相談のほか，安全関係機器の使用 ・管理状況

の調査などを含めて，事業場における災害防止の技術的

指~q. 346件を行った

入館者

開館日数 297日 (4/1,-..,3/31)

.. 、

個人 3,701名， 団体 210組 23,165名

計 26,866名

(3) 依頼試験および検定

産業安全研究所依頼試験規程に基づく依頼試験は，昭

和50年度に合計221件を受理したが，研ま盤のと石車の

惟度試験，安全靴の安全性能試験などのほか，その他の

試験として， ペイプサボート，布わく，交さ筋かい會 ジ

ャッキベース性能試験など仮設機材の安全性能試験が主

なものであった

機械等検定規則に基づく防爆構造の軍気機械器具に対

する検定：ふ合計 696件であった
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付録

研究所案内

産業安全研究所 （産業安全会館）

東京都港区芝5丁目35番 1号

電話東京 (03)453-8441,,.._,4 

／
」 JLJI JL 

一 至品川

国道15線

都営地・1浄失二 田駅
苓銀座 一

日「―7171 ロ健康像" ● 人•「I

□| ||I割 II H本住宅公団 I I 新田町ピ 11✓ I ¥¥俎| 11森永プラザピル
業安全 川町ピ 1レ

：：：．田自動車教習所．11巴」研究所
（産業安全会館）

= = =----_-: 
山手線、 京浜束北線

一 至品川

三田口

田 町□:□□｝：一＿ 一一l r 至束京ー~

山手線田町駅から 徒歩 5分

都営地下鉄 1号線および 6号線三田駅から 徒歩 1分

事務棟 実験棟

1 階 1 産業安全技術館
I 強室麟第一実験室 ・研削砥石実験室 ・エ作室 ・保護具実験

2 階 産業安全技術館 非金属材実料実室験・室・電子顕実微験鏡室 ・金屈材料実験室 ・ク
レーン験 強屯第二験室

3 階 1 所長議室 ・庶見務課 ・部長室 ・図宙資料室 ・ 安全装置実験室 ・制御実験室 ・建築環境実験室 ・建築珠
会室 ・ 学指羽室 境特殊空調室 ・仮設構造実験室

4 階 1 研究部部室 • 安全技術課 I 人体動作機能実験室 ・計算機室・暗室 ・写真解析室

5 階
システム工学学実実験験室 ・静電気放霜実験室 ・岩石工学実験
室 ・土質工 室 ・油帯屯実験室

6 階
静電気基礎実験室室 ・粉体帯電実験室・ 若火機構実験室 ・
屯撃第二実験 ・ 電賂第一実験室 •水中電掌実験室

7 階I I 一般発分特析性実実験室 ・X粉線じ回ん析爆実発験特室性・第一実験室 ・ガス蒸気
爆 験室・ 爆発性物質感度実験室

8 階
I 爆発現験象室実験防室電・機火炎実防止器実験室 ・粉じん爆発特性第

二実 ・ 爆 験室

- 28 -



清瀬実験場

産業安全研究所清漸実験場

東京都消顧市梅園 l丁目 4番6号

増話消瀬 (0424)91-4512-3 

ヽ
＼

゜ 。 〈

二
ここえ亙ニコ｛
安令衛生痰器検定セ ンク→

I肉 I
----, R 

＇マイ クロフィルム保竹叩
----~--, 

凍京甚準局宿含

ロ『
二 、:rt;rIIIi 

ロこコ⑳

―‘ 

宿

L
ノ

74Jj,tlJ

ニ

／
：
二
[

[
『
産
工
:
[

ト
A
庄
ヤ
柘
＂
首

i

-

西武池袋線清瀬駅下車（池袋より約30分）

消瀕駅から 徒歩 （約20分）

清穎駅南口より 西武バス

久米川駅行

全生園行 lに乗車（約 5分）東京病院前下車

下里団地行

1

2

3

4

5

6

 

7
 

0

1
 

1

1
 

8

9

 

12 

13 

14 

15 

清瀬実験場施設一覧

機械実験室

安全帯実験施設

高所作業観測施設

天井クレーン実験施設

走査型電子顕微鏡室

500 トン万能試験室

屯気油圧式疲労振動試

験装置

200 トン圧縮試験室

土止実験ヒ゜ット

ジプクレーン

鋼アーチ支保エ実験施

設

単管枠組実験場

軽支保梁実験施設

多目的反力支持構造物

データーロガー室（移

動式）

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

実験ガス配合室

半地下実験用ヒ°ット

化学反応実験室

大型密閉爆発実験施設

防爆実験用掲重施設

高圧示差熱実験室

配管等爆発実験施設

高圧燃焼実験室

液体流動帯電実験施設

高気圧環境実験室

高圧ガス粉じん系爆発

実験施設

防爆屯機試験室

本質安全防爆試験室

粉じん帯電実験施設

変電室
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大阪産業安全技術館

産業安全研究所 大阪産業安全技術館

大阪市東森之宮東之町 458

屯話 大阪 (06)942-3868 

（●地下鉄出入口） 大阪城公~ .I 
←法円坂馬場町 （築港深江線） 日 →緑橋

ロロ
↓
天
王
寺

•9 

＇ ．
 /‘ 

→
ー
ー

•
1
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